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◆ 対象範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「都市計画マスタープラン」は、都市計画の指針であることから、都市計画区域を

基本とするものですが、倉吉市総合計画では「自然・住居・産業がバランスよく調和

した土地利用を進める」ことを目標に定めていること、また、市域の一体的かつ総合

的なまちづくりを推進するため、都市計画区域外を含む市域全域を計画対象とします。 

なお、市民生活の拠点となる地区公民館は市内 13 箇所に配置されており、各地区

と都市計画の関係は以下に示すとおりです。 

倉吉都市計画マスタープランは都市計画区域外を 

含めた全市域を対象としています。 
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 ◆ 策定の目的                  

本計画は、都市計画法に基づき都市計画に関する基本的な方針を定めるもので、土地利用や都市施

設（道路、公園、下水道等）、都市景観等について、上位計画や関連計画と整合を図りながら、概ね

20 年後の都市の将来像を示す計画となります 

 

◆ 計画の位置づけ 

     上位計画 

倉吉市が定めるもの           鳥取県が定めるもの 
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◆ 目標年次 

平成 47 年度（2035 年度）  

 

◆ 見直しの背景 

本市は少子高齢化と人口減少が進行し、空き家・空き地の増加や店舗等の減少が深刻化しています。 

一方、地域高規格道路「北条湯原道路」の倉吉西ＩＣまでの開通や企業誘致、白壁土蔵群やフィギュア・

アニメなどポップカルチャーによる観光振興、さらに、県立美術館の建設計画など地域の活性化の取組が

進展しています。 

本計画は、これらの社会経済情勢への変化や上位・関連計画の内容を踏まえながら現計画の見直しを行

うものです。 

 

  

 

第 11 次倉吉市総合計画 

【後期基本計画】 

倉吉都市計画区域マスタープラン（鳥取県） 

（都市計画区域の整備・開発及び保全の方針） 

） 

倉吉都市計画 
マスタープラン 
市町村の都市計画に関する 

基本的な方針 

マスタープランの概要 

住民意向把握 

○アンケート調査 

○ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ・ｺﾒﾝﾄ など 

 

関係機関との調整 

○鳥取県 

○庁内関係各課 など 

 

○議会への報告 

 

個別の都市計画 

地域地区  市街地開発事業  都市施設  地区計画 など 

関連計画 

○まち・ひと・しごと 

創生総合戦略 

○倉吉市中心市街地 

活性化基本計画 

○倉吉市景観計画 等 

 

○都市計画審議会 諮問・答申 

・上位・関連計画との整合 
・人口、産業、土地利用の動向や、幹線道路の供用開始等将来見通しを踏まえた検討 
・無秩序な市街地の外延化の防止や市街地のストックを活かした都市づくりへの対応 
・中山間の拠点となる地域づくりと中心市街地とのネットワーク形成への対応 

 

見直しの視点 

国勢調査年度である平成 27 年度（2015 年度）を基準とし、

20 年後の平成 47 年度（2035 年度）を目標年次とします。 
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◆ 都市づくりの理念 

 11 次倉吉市総合計画の将来都市像「愛着と誇り 未来いきいき みんなでつくる倉吉」等を踏まえ、都

市づくりの理念を次のとおり設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 都市づくりの目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 人口フレームの設定 
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将来目標の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市づくりの目標 

地域の『魅力』を伝え、『活気』ある都市を目指し、 

都市と田園が『調和』した『安全』で『快適』な『協働』のまちづくり 

都市計画マスタープランの都市づくりの理念 

【調和】 

計画的な土地利

用による調和の取

れたまちづくり 

【快適】 

交流と連携による

利便性・機能性の

高いまちづくり 

【活気】 

良好な居住環境を

保ち、活気あふれ

るまちづくり 

【魅力】 

自然・歴史・文

化の魅力を活か

したまちづくり 

【安全】 

誰もが安心して

安全に生活でき

るまちづくり 

【協働】 

市民・企業等に

よる参加のまち

づくり 

将来都市構造と３つの要素 

 拠点（点） 

都市の魅力と利便性を高める拠

点の充実 

 ゾーニング（面） 

都市と自然・歴史・文化が調和する

住みよい地域の形成 

都市と自然・歴史・文化が調和した拠点連携型のまちづくり 

 都市軸（線） 

都市機能を効率的に連携する都市

軸の形成 

 倉吉市総合計画では平成 72 年（2060 年）に 35,000 人程度を維持することを目標としています。 

本計画においても、目標年次の平成 47 年（2035 年）に 42,300 人を維持することを目標とします。 
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◆ 将来都市構造 
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都市構造の基本的なイメージ 

将来都市構造の模式図 

将来都市構造 

本市の将来都市構造は、市内 13 地区の地区

公民館等を都市機能の核とする地域を「拠点」

として、道路を中心に「都市軸」で結び、都市

と豊かな自然・歴史・文化が調和した住み良い

地域の形成を図る「ゾーニング」の３つの要素

で構成し、「都市と自然・歴史・文化が調和した

拠点連携型のまちづくり」を目指します。 
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取組方策 

 

◆ 都市整備方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体構想 

全体構想（都市整備方針） 

市街地整備方針 
 ・県中部の中心都市にふさわしい拠点の形成 

 ・歴史・文化と調和した市街地の形成 

 ・移住・定住の推進 

都市施設の整備方針  

 ・中部圏域の中心都市としての交通基盤の整備 

 ・拠点連携のまちづくりを支える道路ネットワークの整備 

 ・長期未着手都市計画道路の早期見直し 

 ・公共交通の持続可能なネットワークの構築 

 ・公園・緑地の整備と適切な管理・保全 

 ・快適な生活環境のための下水道等の整備と適切な維持管理 

 ・総合的な河川整備とうるおいのある水辺環境の創出 

都市景観・都市環境の整備方針 
 ・良好な都市景観の保全と活用 

 ・人にやさしいまちづくり 

都市防災の整備方針 
 ・災害に強い都市基盤の整備 

協働のまちづくり方針 

 ・市民主体による取り組み 

 ・市の取組み 

都市づくりの目標 

３ 活気  

１ 調和  

２ 快適  

４ 魅力  

６ 協働  

５ 安全  

* 拠 点（点） 

* 都市軸（線） 

* ゾーニング（面） 

将来都市構造 

都
市
と
自
然
・
歴
史
・
文
化
が
調
和
し
た
拠
点
連
携
型
の
ま
ち
づ
く
り 

都市づくりの目標、将来都市構造を踏まえた都市整備方針について 

倉吉市においても人口減少、少子高齢化への対応は最重要課題であり、活力ある市民生活を維

持し、中部圏域の中心都市としての都市機能を確保するため、従来から多くの施策を展開してい

るところです。倉吉市は、人口減少等により産業規模の縮小や空き家等の増加が見られる一方、

先進的な企業の誘致・拡大や北条湯原道路の整備進展、白壁土蔵群周辺の魅力向上、県立美術館

の建設計画などにより都市の活性化が期待されています。 

本計画の全体構想は、都市整備上の課題を踏まえ、「第 11次倉吉市総合計画」の人口目標や都

市づくりの目標を達成するために必要な都市整備方針を示すものです。 

土地利用方針 
 ・計画的な土地利用による秩序あるまちづくり 

 ・良好な生活環境の形成 

 ・自然や田園の保全 
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◆ 土地利用方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 都市施設の整備方針 

 （１）交通体系の整備方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図中のコメントは、位置が特定できるものを記載しています。 

基本的な考え方 

○計画的な土地利用による秩序あるま

ちづくり 

 白壁土蔵群を中心とした観光客の増加、先

端企業等の誘致など社会・経済状況の変化

に対応し、将来にわたり市民が安心して快

適に暮らし続けられるよう、計画的な土地

利用による秩序あるまちづくりを進めま

す。 

○良好な生活環境の形成 

 生活に密着した基幹的な公共施設等で構

成されるコンパクトな都市環境を維持し、

地区公民館を中心とした土地利用や生活

環境の形成を図ります。 

○自然や田園の保全 

 大きな枠組みとしての「市街地」と水田・

畑地などの食料生産緑地や水辺、森林との

調和を基本とし、「田園環境」と「自然環

境」の保全に努めます。 

基本的な考え方 

○中部圏域の中心都市としての交通基盤の整備 

倉吉駅の交通拠点性を高め、バス等の公共交通の利

便性をさらに向上させるとともに、高規格幹線道路

「山陰自動車道 北条道路」と地域高規格道路「北条

湯原道路」の整備促進及びアクセス道路等の整備を

推進します。また、北条湯原道路の未事業化区間の事

業化を目指します。 

○拠点連携のまちづくりを支える道路ネットワ

ークの整備 

 市街地の 2つの拠点（倉吉駅周辺、打吹地区周辺～倉 

吉パークスクエア）を中心に各地区をつなぐ幹線道

路を整備し、道路ネットワークを形成します。特に県

立美術館など新たな拠点施設の整備に対応した道路

ネットワークの整備を推進します。 
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（２）公園・緑地の整備方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的な考え方 

○公共交通の持続可能なネットワークの

構築 

高齢者や障がい者、観光旅行者などの移動手

段の確保と利便性向上のため、中心市街地内

のバス路線の循環機能と周辺地域を結ぶ連

絡機能を確保するバス等の公共交通ネット

ワークの維持・構築を図ります。 

基本的な考え方 

○公園・緑地の整備と適切な管理・保全 

住みよい市民生活にとって不可欠な公園・緑地について、市

民に潤いと安らぎを提供できる施設の充実・整備を図るとと

もに市民と協働し適切な維持管理を推進します。 
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 （３）下水道・河川等の整備方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 市街地整備方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下水道区域から浄化槽

区域へ見直し 

公共下水道の 

整備促進 

基本的な考え方 

○快適な生活環境のための下水道等

の整備と適切な維持管理 

天神川等の水質保全と生活環境の改

善を目的に、汚水処理施設の未整備地区

の整備や各施設への接続による水洗化

の促進と長寿命化対策を含めた施設の

適切な維持管理を推進します。 

平成 29 年 12 月現在 

※河川の整備方針概要図は、都市防災整備方針概要図を参照 
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◆ 都市景観・都市環境の整備方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 都市防災の整備方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的な考え方 

○良好な都市景観の保全と活用 

四季の彩り豊かな自然景観や地域の風土、文化、生活

に根ざした街なみなどの景観を守り、育て、次代に引

き継ぐための取組みを市民と共に推進します。 

また、市内に点在する良好な景観を有する施設に歴史

的街なみが残る打吹地区においては建物の修理、修景

を推進し、良好な景観の形成を図ります。 

○人にやさしいまちづくり 

「鳥取県福祉のまちづくり条例」に基づき、高齢者、

障がい者、妊産婦等の誰もが安全に安心して活動でき

るようバリアフリーのまちづくりを進めます。 

基本的な考え方 

○災害に強い都市基盤の整備 

甚大な被害を被った鳥取県中部地震など多くの災

害を教訓に、市民の生命財産を災害から守り、安全

な生活環境を確保するため災害に強い都市基盤の

整備を推進します。 

また、災害時には、市民と一体となって対応する「自

助、共助、公助」による地域防災力の強化を進めて

いきます。 

倉吉打吹地区街なみ環境整備事業区域内 

国指定・登録文化財 旧国立第三銀行倉吉支店 

   〃      小川酒造 

   〃      旧高田酒造 

   〃      豊田家住宅 

   〃      山陰民具 

   〃      大社湯 

   〃      桑田家住宅 

   〃      高田酒造 

県指定文化財    桑田氏庭園 

   〃      高田氏庭園 

市指定文化財    旧牧田家住宅 
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◆ 河北地域【上北条・上井・西郷地区】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 中央地域【上灘・成徳・明倫地区】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別構想 
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◆ 西部地域【灘手・社・北谷・高城地区】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 南部地域【小鴨・上小鴨・関金地区】 
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倉吉都市計画マスタープラン 
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